
東海防衛支局

２０２０
令和２年

秋東 海 防 衛 だ よ り

愛知・岐阜・三重３県の防衛広報誌



自衛隊の活動

感染防護服の着脱要領の展示説明

久
居
駐
屯
地
所
在
部
隊
は
、

令
和
２
年
４
月
28
日
、
三
重
県

知
事
か
ら
教
育
支
援
の
災
害
派

遣
要
請
を
受
け
、
30
日
、
県
職

員
等
に
対
し
て
感
染
防
護
服
の

着
脱
等
に
関
す
る
教
育
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

三
重
県
に
お
け
る
活
動

民間事業者に対する防護服の着脱要領の
教育支援の景況

感染防護服の着脱要領を点検する県職員等と隊員

２０２０年（令和２年）秋号 ２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

市
中
感
染
対
応
に
係
る
災
害
派
遣
等
に
つ
い
て

自
衛
隊
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月
31
日
か
ら
帰
国

邦
人
等
に
対
す
る
輸
送
支
援
、
帰
国
邦
人
等
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
生
活
支
援
、
民
間

船
舶
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
の
乗
客
等
に
対
す
る
医
療
支
援
等
を
実
施

し
、
同
年
３
月
28
日
か
ら
は
、
帰
国
者
等
に
対
す
る
検
疫
支
援
、
輸
送
支
援
、
生
活
支

援
、
自
治
体
職
員
や
民
間
事
業
者
へ
の
教
育
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
海
防
衛
支
局
管
内
に
お
い
て
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
が
三
重
県
及
び
岐
阜
県

に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
市
中
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。



岐
阜
県
に
お
け
る
活
動

守
山
・
春
日
井
駐
屯
地
所
在
部

隊
は
、
令
和
２
年
４
月
16
日
か
ら

18
日
、
岐
阜
県
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、
ホ
テ
ル
等
に
お
け
る
生
活
支

援
の
た
め
、
県
職
員
、
民
間
事
業

者
等
に
対
し
て
感
染
防
護
服
の
着

脱
等
の
教
育
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

県職員、民間事業者等に対する感染予防教育の
状況

民間事業者に対する防護服(ガウン）の着脱要領
の教育支援の景況

民間事業者に対する防護服(タイベックスーツ）
の着脱要領の教育支援の景況

県職員に対するゾーニング（清潔区域と汚染区域の
区分け）の助言を行う師団司令部医務官

民間事業者等に対する防護服の着脱実習の景況

３ ２０２０年（令和２年）秋号



防 衛 施 設

周 辺 財 産

岐阜飛行場

周 辺

事例１：各務原市市民運動公園

事例２：各務原市公用車駐車場

２０２０年（令和２年）秋号 ４

防
衛
施
設
周
辺
財
産
（
移
転
補
償
跡
地
）
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
（
有
償
使
用
許
可
の
ご
案
内
）

各
務
原
市
に
所
在
す

る
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基

地
（
岐
阜
飛
行
場
）
周

辺
に
は
「
周
辺
財
産
」

と
呼
ば
れ
る
国
有
地
が

点
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
周
辺
財
産
」

は
、
航
空
機
に
よ
る
騒

音
障
害
な
ど
を
考
慮
し
、

基
地
と
周
辺
地
域
と
の

緩
衝
地
帯
と
し
て
防
衛

省
が
管
理
・
保
有
し
て

い
る
国
有
地
（
行
政
財

産
）
で
す
。

平
成
30
年
度
ま
で
は

主
に
地
方
公
共
団
体
等

へ
公
園
（
事
例
１
）
や

道
路
用
地
、
公
用
車
駐

車
場
（
事
例
２
）
な
ど

の
目
的
に
限
っ
て
使
用

を
許
可
し
て
お
り
、
基

地
周
辺
の
皆
様
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

令
和
元
年
度
か
ら
国
有
地

の
有
効
活
用
と
し
て
、
周
辺

財
産
の
緩
衝
地
帯
と
し
て
の

目
的
を
妨
げ
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
、

個
人
や
企
業
の

方
々
に
も
、
一
定
の
条
件
の

下
、
有
償
で
の
貸
付
け
（
使

用
許
可
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
１
件
の
有
償
に

よ
る
使
用
を
許
可
し
て
お
り
、

今
年
度
も
継
続
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
制
度
の
一
部

が
変
更
と
な
り
、
使
用
許
可

期
間
が
原
則
１
年
以
内
か
ら
、

原
則
５
年
以
内
へ
と
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
と
し
て
許
可

地
の
利
用
が
発
生
し
な
い
場

合
に
は
、
１
回
に
限
り
更
新

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
１
回
の
公

募
で
更
新
を
含
め
る
と
、
最

長
で
10
年
間
の
使
用
が
許
可

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
月
極
駐

車
場
な
ど
の
転
貸
に
つ
い
て

も
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
制

度
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。



国土地理院ウェブサイト標準地図（URL：https://cyberjapandata.gsi.go.jp/）をもとに作成

【
使
用
許
可
の
前
提
条
件
】

●
居
住
の
目
的
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
原
状
回
復
が
容
易
な
利
用
に
限
り
ま
す
。

プ
レ
ハ
ブ
・
舗
装
・
簡
易
な
工
作
物
等
の
設
置
は
可
能
で
す
。

（
利
用
方
法
の
一
例
：
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
な
ど
）

●
利
用
の
申
し
出
の
後
、
内
容
を
審
査
し
た
上
、
公
平
性
・
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
公
募
を
行
い
ま
す
。

●
使
用
許
可
期
間
は
、
原
則
と
し
て
５
年
以
内
で
す
。

国
側
に
お
い
て
当
該
土
地
の
利
用
が
発
生
し
な
い
場
合
に
限

り
、
一
度
の
更
新
が
可
能
で
す
。

更
新
後
の
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
使
用
の
要
望
が
あ
る
場

合
、
再
度
公
募
を
行
い
ま
す
。

●
使
用
料
は
年
度
ご
と
に
納
入
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
年
度

末
に
次
年
度
の
使
用
額
を
通
知
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
使
用
料

の
減
免
措
置
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
転
貸
を
希
望
す
る
場
合
、
転
借
人
に
関
す
る
資
料
の
提
出
が

必
要
で
す
。
利
用
申
し
出
時
の
ほ
か
使
用
許
可
後
に
転
貸
を
開

始
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◆
国
有
財
産
の
管
理
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
な
ど
、
使
用
許
可
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
土
地
や
利
用
の
流
れ
な
ど
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
東
海
防
衛
支
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
詳
し
い
場
所
や
不
明
な
点
な
ど
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

施
設
補
償
管
理
課

☎
０
５
２
（
９
５
２
）
８
２
２
４

各務原市三井東町２丁目付近

各務原市三井４丁目付近

５ ２０２０年（令和２年）秋号

使用可能な周辺財産の一例

防衛施設

凡 例

使用許可済地

植栽地

空 地

使用許可
対象地



小牧基地

周辺

（※

）
「
特
定
防
衛
施
設
関
連
市
町
村
」
と
は

東
海
防
衛
支
局
管
轄
区
域
に
お
い
て
は
、
小
牧
基
地
の
愛
知
県
春
日
井
市
、
小
牧
市
、

西
春
日
井
郡
豊
山
町
、
岐
阜
飛
行
場
の
岐
阜
県
各
務
原
市
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
改
修
整
備
事
業
）

勝
川
新
町
学
習
等
供
用
施
設

防
衛
省
で
は
、
防
衛
施
設
の
設

置
・
運
用
に
よ
り
、
生
活
環
境
ま

た
は
開
発
に
影
響
が
あ
る
特
定
防

衛
施
設
関
連
市
町
村(※

)
が
実
施

す
る
公
共
用
の
施
設
の
整
備
そ
の

他
の
生
活
環
境
の
改
善
や
開
発
の

円
滑
な
実
施
に
寄
与
す
る
事
業
に

対
し
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
（
以
下
「
交
付
金
」

と
い
う
。
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

春
日
井
市
で
は
、
地
域
住
民
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図
る
た

め
の
集
会
施
設
と
し
て
、
当
省
な

ど
の
補
助
を
受
け
、
市
内
に
54
か

所
の
学
習
等
供
用
施
設
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
建
築
か
ら
40
年
以
上

経
過
し
た
施
設
も
多
く
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
施
設
を
長
期
的
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
市
の
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
に
基
づ
き
、
定
期
的
な
改
修

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

トイレの段差解消により、つま

づく心配が減り、安心して利用

できるようになりました。

照明がLEDになったことで、部屋

が明るくなり、資料が読みやすく

なりました。

ご利用の方の声

２０２０年（令和２年）秋号 ６

今
回
紹
介
す
る
勝
川
新
町
学
習
等
供

用
施
設
は
、
本
年
３
月
に
改
修
工
事
が

完
了
し
た
施
設
で
、
交
付
金
１
３
６
０

万
円
を
活
用
し
、
外
壁
修
繕
や
防
水
加

工
を
は
じ
め
、
空
調
機
器
の
更
新
、
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ
レ
の
段
差
解
消

を
行
い
、
利
用
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

ベランダの防水加工交換を行った照明・空調

屋上の塗り替え及び防水加工書のまち春日井（道風くん）

防 衛 施 設

周辺対策事業



防
衛
省
は
、
本
年
５
月
に
部
隊
使

用
を
承
認
し
た
こ
と
を
受
け
、
新
小

銃
の
名
称
を
「
２
０
式
5
・
５
６
㎜

小
銃
」

（
以
下
「

２
０
式
小
銃

」

と
い
う
。
）
と
し
て
報
道
陣
に
公
開

し
ま
し
た
。
小
銃
の
更
新
は

年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。

２
０
式
小
銃
と
し
て
選
定
さ
れ
た

の
は
、
豊
和
工
業
株
式
会
社
（
愛
知

県
清
須
市
）
が
２
０
１
２
年
度
か
ら

試
作
を
重
ね
研
究
開
発
し
た
「
Ｈ
Ｏ

Ｗ
Ａ
5
・
５
６
」
で
す
。

同
社
は
東
海
防
衛
支
局
の
管
轄
区

域
に
あ
り
、
現
行
の
８
９
式
５
・
５

６
㎜
小
銃
の
製
造
な
ど
で
長
い
歴
史

を
持
つ
我
が
国
の
防
衛
を
担
う
主
要

企
業
の
一
つ
で
す
。

年
６
４
式
7.

・
６
２
㎜
小
銃
が
各

自
衛
隊
で
使
用
す
る
小
銃
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
５
・
５
６
㎜
弾
が
使
用

で
き
る
小
銃
の
研
究
に
取
り
組
み
、

平
成
元
年
に
８
９
式
小
銃
と
し
て
採

用
さ
れ
て
お
り
、
昭
和

年
の
採
用

以
来
半
世
紀
に
渡
り
、
自
衛
隊
の
小

銃
の
生
産
に
携
わ
り
、
技
術
を
蓄
積

し
て
き
ま
し
た
。

豊
和
工
業
で
は
、
現
在
で
は
ロ
ボ

ッ
ト
化
技
術
を
推
進
す
る
一
方
で
、

匠
の
技
術
に
も
注
力
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
匠
の
技
術

の
一
例
と
し
て
は
銃
身
の
歪
み
取
り

の
技
術
が
あ
り
ま
す
。

銃
身
の
製
造
工
程
で
は
銃
身
に
僅

か
な
歪
み
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
高
い
命
中
精
度
を
得
る
た
め
に

は
、
こ
の
よ
う
な
歪
み
を
取
り
除
く

の
が
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
を
取
り
除
く
た
め
に
は
、
僅

か
な
歪
み
を
見
極
め
て
、
矯
正
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
作
業

は
長
い
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
い
わ

ゆ
る
匠
の
技
を
持
っ
た
技
術
者
で
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う

な
熟
練
し
た
技
術
者
が
日
本
の
国
防

を
支
え
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
同
社
で
は
、
２
０
式
小
銃

の
製
造
に
向
け
て
、
今
ま
で
蓄
積
し

た
基
盤
を
土
台
に
し
て
、
生
産
工
程

の
改
善
や
生
産
設
備
の
新
設
な
ど
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
連
載
で
は
、
引
き
続
き
防
衛

計
画
の
大
綱
を
支
え
る
装
備
品
等
の

特
長
や
、
生
産
・
技
術
基
盤
を
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
の
策
定
と
こ
れ
を
支
え
る

東
海
三
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
（
そ
の
二
）

２
０
式
５
・
５
６
㎜
小
銃

防衛装備品

調達事務

７ ２０２０年（令和２年）秋号

新
小
銃
の
選
定

豊和工業株式会社（本社）

2
０
式
小
銃
の
特
長

や
、
頬
当
て
の
高
さ
を
調
整
す
る
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
操
作
性

を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

銃
身
に
は
レ
ー
ル
が
装
着
さ
れ
、

光
学
ス
コ
ー
プ
な
ど
の
付
属
品
が
装

着
で
き
る
よ
う
に
な
り
拡
張
性
に
優

れ
た
構
造
（
図
２

②
参
照
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
銃
身
下
部
に
フ
ォ
ア
グ
リ

ッ
プ
を
装
着
で
き
（
図
２

③
参
照
）
、

腕
の
疲
れ
の
軽
減
を
図
る
設
計
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

③フォア
グリップ

図２ ２０式小銃（新小銃）

図１ ８９式小銃（現有銃）

小
銃
の
製
造
を
支
え
て
き
た

生
産
・
技
術
基
盤

今
回
の
記
事
で
は
、
「
2
０
式
小

銃
」
の
特
長
と
小
銃
の
生
産
・
技
術

基
盤
に
つ
い
て
紹
介
を
致
し
ま
す
。

２
０
式
小
銃
は
優
れ
た
耐
環
境
性
、

火
力
性
及
び
拡
張
性
を
持
ち
、
外
観

も
８
９
式
小
銃
か
ら
一
新
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
ず
、
短
銃
身
の
採
用
、
銃
床
長

を
調
整
す
る
機
能
（
図
２
①
参
照
）

豊
和
工
業
で
は
日
本
人
の
体
格
に

あ
っ
た
小
銃
を
作
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
社
内
研
究
に
取
り
組
み
、
昭
和
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自 衛 官 等 募 集 案 内

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 合格発表

自衛官候補生
１８歳以上

３３歳未満の者
年間を通じて行って
います。

受付時にお知らせし
ます。

合格発表は試験日に
お知らせします。

岐 阜 地 方 協 力 本 部

(電話)０５８－２３２－３１２７

https://www.mod.go.jp/pco/gifu/

三 重 地 方 協 力 本 部

(電話)０５９－２２５－０５３１

https://www.mod.go.jp/pco/mie/

愛 知 地 方 協 力 本 部

(電話)０５２－３３１－６２６６

https://www.mod.go.jp/pco/aichi/

詳しい情報は、最寄りの自衛隊地方協力本部へお気軽にお問合せください。

東海防衛支局
〒４６０－０００１ 愛知県名古屋市中区三の丸２－２－１ 名古屋合同庁舎第１号館 電話 ０５２－９５２－８２１２

２０２０年（令和２年）秋号 （通巻第４４号） https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/

● 防衛省自衛隊広報センター「自衛館」

自衛隊のパネルや「親子プラモデル教室」で作成されたプラ

モデル、装備品の模型などを展示している楽しいスポットです。

ぜひ遊びに来てください♪

●「自衛隊広報ルームへ、ご招待♪」

自衛隊の写真パネルや模型、実物大の装備品などを展示して

いる楽しいスポットです。自衛隊グッズがゲットできるイベン

トＤＡＹもありますので、ぜひ遊びに来て下さい！

● 各種イベントや自衛隊に関する情報を紹介！

各種ＳＮＳ（Twitter、Facebook、Instagram）も随時更

新中！

詳しくは、ホームページでお待ちしています。

自衛隊地方協力本部からのお知らせ

地方協力本部（地本）は、各都道府県にある自衛隊の総合窓口です。

新型コロナウイルス感染症等の影響により、収入の減少があり、一時的

に国有財産使用許可の使用料の支払いが困難な方へ

新型コロナウイルス感染症等が、国有財産の使用料を納付される方に及ぼす影響を緩和するため、

使用料に係る履行期限を延長することができるようになりました。
詳細につきましては、当支局ホームページをご覧いただくか、下記までお問合せ下さい。

東海防衛支局ホームページ：「新型コロナウイルス感染症等の影響により、収入の減少があり、一時的に
国有財産使用許可の使用料の支払いが困難な方へ」
https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/tetuduki/corona.pdf

お問合せ先：（１）使用料の支払い、履行延長の申請について

会計課 ０５２－９５２－８２２２

（２）国有財産の使用許可について

施設補償管理課 ０５２－９５２－８２２４


